
10さつま広報

（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

◆町の家計簿のお知らせ

◆収支の状況

歳
入

歳
出

歳　入
（入ったお金）

　１６２億
8,854万4千円

歳　出
（使ったお金）

　１５６億
9,306万8千円

自 主
財

源

町　税

2,148,310千円

(13.2％）

諸収入
290,417千円（1.8％）

繰越金
288,743千円（1.8％）

分担金・負担金
179,425千円（1.1％）

繰入金

使用料及び手数料
253,466千円（1.6％）

財産収入等

34,671千円（0.2％）
地方交付税

6,158,511千円（37.8％）

町　債

1,956,800千円

（12.0％）

国庫支出金
1,221,898千円
　（7.5％）

県支出金
2,216,243千円

（13.6％）

その他 164,131千円（1.0％）
地方譲与税
351,031千円（2.2％）

地方消費税交付金

249,340千円（1.5％）

総務費

3,188,488千円

　　（20.3％）

民生費
3,136,977千円

（20.0％）

公債費

2,079,149千円

（13.2％）

教育費

2,018,155千円

（12.9％）

土木費

1,743,188千円
（11.1％）

農林水産業費

1,425,411千円
　　（9.1％）

商工費

154,397千円（1.0％）議会費

164,108千円（1.0％）

衛生費

消防費
461,590千円（2.9％）

災害復旧事業費
392,177千円（2.5％）

依

存

財
源

○地方交付税は，４，１８６万２千円の増

　　　　　　　　　　　　　　　（前年度比０．７％増）

歳入決算額　１６２億８，８５４万４千円（前年度比12.2％減）

歳出決算額　１５６億９，３０６万８千円（前年度比13.0％減）

775,558千円（4.8％）
929,428千円
（5.9％）

一般会計

平成17年度決算状況

　平成１７年度決算は、合併後の実質的に初めての決算となります。

町の家計簿（決算状況）の実状をみてみますと，地方財政に直接影響を及ぼすこととなった「三位一体の改革」

の実施により大変厳しい状況にあります。これは全国の市町村にとって等しく言えることですが，本町には，平

成９年の県北西部地震の影響や各種公共施設の管理費などを含め，独自の原因もあります。

　将来に渡って不安のない財政基盤を確立するため，行政改革にも取り組んでおりますが，引き続き財政の建て

直しに本格的に取り組む必要があります。

　平成１７年度の一年間に，町に入った金額（歳入）１６２億

８，８５４万４千円から，使った金額（歳出）１５６億９，３０６万

８千円を差引いた額は，５億９，５４７万６千円で１７年度から１８

年度への繰越事業に必要な額を除くと５億５，４９２万８千円（実質

収支）となりました。

　市町村に生じる財政力の格差を調整するために国から交付されるの

が地方交付税です。普通交付税は単位費用等の見直しにより減少しま

したが，特別交付税は合併市町村に特別措置が講じられたことにより

増加したため，地方交付税の総額は増加しました。

　皆さんが納められた町税は歳入の１３．２％を占め，いろいろな事

業を実施するためのたいへん貴重な収入となっています。

　町税をはじめ独自に確保できる自主財源は，全体の約２４．４％と

なっており，国や県等への依存度が高くなっています。

固定資産税

町 民 税

た ば こ 税

軽自動車税

その他の税

1,131,479千円（52.7％）

787,357千円（36.6％）

160,885千円（ 7.5％）

64,059千円（ 3.0％）

4,530千円（ 0.2％）

町税 2,148,310千円の内訳


